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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　股関節インプラントの大腿骨構成部品であって、
（ａ）中心軸を有するネックと、
（ｂ）前記ネックに対して遠位にある本体とを備え、前記本体は、テーパが付いた部分を
有し、前記本体は、前記ネック中心軸に対して垂直な最大断面を有し、前記ネック中心軸
に垂直な前記最大断面は、最大高さ寸法及び最大幅寸法を有し、前記最大高さ寸法は約２
３．９ｍｍ以下である、大腿骨構成部品。
【請求項２】
　前記最大高さ寸法が、約２０．３ｍｍと２３．９ｍｍとの間である、請求項１に記載の
大腿骨構成部品。
【請求項３】
　前記最大幅寸法が、約１８．５ｍｍ以下である、請求項１に記載の大腿骨構成製部品。
【請求項４】
　前記最大幅寸法が、約１５．７ｍｍと１８．５ｍｍとの間である、請求項３に記載の大
腿骨構成部品。
【請求項５】
　前記テーパが付いた部分は、矢状面及び冠状面で近位から遠位に向かってテーパが付け
られている、請求項１に記載の大腿骨構成部品。
【請求項６】
　前記テーパが付いた部分は、断面で外側から内側に向かって更にテーパが付けられてい
る、請求項５に記載の大腿骨構成部品。
【請求項７】
　前記本体が、外表面を有し、前記大腿骨構成部品が、前記本体の前記表面に対して周囲
に塗布された多孔質表面コーティングを更に含む、請求項１に記載の大腿骨構成部品。
【請求項８】
　前記多孔質表面コーティングが、プラズマ溶射法によって塗布される、請求項７に記載
の大腿骨構成部品。
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【請求項９】
　前記多孔質表面コーティングが、金属を含む、請求項７に記載の大腿骨構成部品。
【請求項１０】
　前記多孔質表面コーティングが、チタンを含む、請求項９に記載の大腿骨構成部品。
【請求項１１】
　前記本体がチタンであり、並びに前記多孔質表面コーティングがチタンである、請求項
７に記載の大腿骨構成部品。
【請求項１２】
　股関節インプラント装置の大腿骨構成部品であって、
（ａ）中心軸を有するネックと、
（ｂ）前記ネックに対して遠位にあり、テーパが付いた部分を有する本体とを含み、前記
本体は、前記ネック中心軸に対して垂直な最大断面を有し、前記ネック中心軸に垂直な前
記最大断面は、最大高さ寸法及び最大幅寸法を有し、前記最大幅寸法は約１８．５ｍｍ以
下である、大腿骨構成部品。
【請求項１３】
　前記最大幅寸法が、約１５．７ｍｍと１８．５ｍｍとの間である、請求項１２に記載の
大腿骨構成部品。
【請求項１４】
　前記最大高さ寸法が、約２３．９ｍｍ以下である、請求項１２に記載の大腿骨構成製部
品。
【請求項１５】
　前記最大高さ寸法が、約２０．３ｍｍと２３．９ｍｍとの間である、請求項１４に記載
の大腿骨構成部品。
【請求項１６】
　前記テーパが付いた部分は、矢状面と冠状面で、近位から遠位に向かってテーパが付け
られている、請求項１２に記載の大腿骨構成部品。
【請求項１７】
　前記テーパが付いた部分は、断面で外側から内側に向かって更にテーパが付けられてい
る、請求項１６に記載の大腿骨構成部品。
【請求項１８】
　前記本体が、外表面を有し、前記大腿骨構成部品が、前記本体の前記表面に対して周囲
に塗布された多孔質表面コーティングを更に含む、請求項１２に記載の大腿骨構成部品。
【請求項１９】
　前記多孔質表面コーティングが、プラズマ溶射法によって塗布される、請求項１８に記
載の大腿骨構成部品。
【請求項２０】
　前記多孔質表面コーティングが、金属を含む、請求項１９に記載の大腿骨構成部品。
【請求項２１】
　前記多孔質表面コーティングが、チタンを含む、請求項２０に記載の大腿骨構成部品。
【請求項２２】
　前記本体がチタンであり、並びに前記多孔質表面コーティングがチタンである、請求項
１８に記載の大腿骨構成部品。
【請求項２３】
　股関節インプラント装置の大腿骨構成部品であって、
（ａ）ネックと、
（ｂ）前記ネックに対して遠位にある本体とを含み、前記本体は、テーパが付けられた部
分と遠位先端を有するステム部分とを含み、前記ステム部分は、中心軸を有し、前記ステ
ム部分の前記中心軸に対して平行な軸に沿って、前記ネックと前記本体との内側接合部か
ら測定された前記本体の長さが、約１２５ｍｍ以下である、大腿骨構成部品。
【請求項２４】
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　前記本体が、外側隆起部分を有する、請求項２３に記載の大腿骨構成部品。
【請求項２５】
　前記テーパが付けられた部分は、矢状面と冠状面で、近位から遠位に向かってテーパが
付けられている、請求項２３に記載の大腿骨構成部品。
【請求項２６】
　前記テーパが付けられた部分は、断面で外側から内側に向かって更にテーパが付けられ
ている、請求項２４に記載の大腿骨構成部品。
【請求項２７】
　前記本体の長さが、約１２０、１１５、１１０、１０５、１００、９５、９０、８５又
は８０ｍｍ未満である、請求項２３に記載の大腿骨構成部品。
【請求項２８】
　前記本体の長さが、約１２５ｍｍと８０ｍｍとの間である、請求項２３に記載の大腿骨
構成部品。
【請求項２９】
　前記ステム部分が、大腿骨の骨幹部に配置され、並びに前記大腿骨の皮質に接触しない
、請求項２３の請求項に記載の大腿骨構成部品。
【請求項３０】
　前記本体が、外表面を有し、並びに前記大腿骨構成部品が、前記本体の前記表面に対し
て周囲に塗布された多孔質表面コーティングを更に含む、請求項２３に記載の大腿骨構成
部品。
【請求項３１】
　前記多孔質表面コーティングが、前記ステム部分に対して近位に配置されている、請求
項３０に記載の大腿骨構成部品。
【請求項３２】
　前記本体が、外側隆起部分を有し、並びに前記多孔質表面コーティングが、前記隆起部
分を被覆する、請求項３０に記載の大腿骨構成部品。
【請求項３３】
　前記多孔質表面コーティングが、プラズマ溶射法によって塗布される、請求項３０に記
載の大腿骨構成部品。
【請求項３４】
　前記多孔質表面コーティングが、金属を含む、請求項３３に記載の大腿骨構成部品。
【請求項３５】
　前記多孔質表面コーティングが、チタンを含む、請求項３４に記載の大腿骨構成部品。
【請求項３６】
　前記本体がチタンであり、前記多孔質表面コーティングがチタンである、請求項３０に
記載の大腿骨構成部品。
【請求項３７】
　股関節インプラント装置の大腿骨構成部品であって、
（ａ）ネックと、
（ｂ）前記ネックに対して遠位にある本体とを含み、前記本体は、テーパが付けられた部
分と遠位先端を有するステム部分とを含み、前記大腿骨構成部品が大腿骨に移植される場
合、前記ステム部分が骨髄内管皮質との実質的な接触を有しないように、前記ステム部分
は釣り合いがとられている、大腿骨構成部品。
【請求項３８】
　前記本体が、外側隆起部分を有する、請求項３７に記載の大腿骨構成部品。
【請求項３９】
　前記大腿骨構成部品が大腿骨に移植される場合、前記ステム部分が、前記骨髄内管の皮
質との接触を有しない、請求項３７に記載の大腿骨構成部品。
【請求項４０】
　前記大腿骨構成部品が大腿骨に移植される場合、前記ステム部分が、前記骨髄内管皮質
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と接線方向の接触のみを有する、請求項３７に記載の大腿骨構成部品。
【請求項４１】
　前記ステム部分が、中心軸を有し、前記ステム部分の前記中心軸に対して平行な軸に沿
って、前記ネックと前記本体との内側接合部から測定された前記本体の長さが、約１２５
ｍｍ以下である、請求項３７に記載の大腿骨構成部品。
【請求項４２】
　前記テーパが付けられた部分は、矢状面と冠状面で、近位から遠位に向かってテーパが
付けられている、請求項３７に記載の大腿骨構成部品。
【請求項４３】
　前記テーパが付けられた部分は、断面で外側から内側に向かって更にテーパが付けられ
ている、請求項３７に記載の大腿骨構成部品。
【請求項４４】
　前記本体の長さが、約１２０、１１５、１１０、１０５、１００、９５、９０、８５又
は８０ｍｍ未満である、請求項４１に記載の大腿骨構成部品。
【請求項４５】
　前記本体の長さが、約１２５ｍｍと８０ｍｍとの間である、請求項４１に記載の大腿骨
構成部品。
【請求項４６】
　前記本体が、外表面を有し、前記大腿骨構成部品が、前記本体の前記表面に対して周囲
に塗布された多孔質表面コーティングを更に含む、請求項３７に記載の大腿骨構成部品。
【請求項４７】
　前記多孔質表面コーティングが、前記ステム部分に対して近位に配置されている、請求
項４６に記載の大腿骨構成部品。
【請求項４８】
　前記本体が、外側隆起部分を有し、前記多孔質表面コーティングが、前記隆起部分を被
覆する、請求項４６に記載の大腿骨構成部品。
【請求項４９】
　前記多孔質表面コーティングが、プラズマ溶射法によって塗布される、請求項４６に記
載の大腿骨構成部品。
【請求項５０】
　前記多孔質表面コーティングが、金属を含む、請求項４９に記載の大腿骨構成部品。
【請求項５１】
　前記多孔質表面コーティングが、チタンを含む、請求項５０に記載の大腿骨構成部品。
【請求項５２】
　前記本体がチタンであり、前記多孔質表面コーティングがチタンである、請求項４６に
記載の大腿骨構成部品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　別の例示的方法は、本体を含む大腿骨構成部品を提供すること（この本体は遠位ステム
部分を含み）と、手術処置中に、この大腿骨構成部品を患者の大腿骨内に移植することと
を含む。この例示的方法では、遠位ステム部分を包含する、大腿骨構成部品の本体の一部
分が、患者の骨髄内管に入り、並びに対象者の大腿骨に大腿骨構成部品が移植される場合
、遠位ステム部分が骨髄内管の皮質とは実質的に接触しない。所望される場合には、骨髄
内管に入る本体の部分は、骨髄内管の皮質との接触を実質的に有さない。所望される場合
には、骨髄内管に入る本体の部分は、骨髄内管の皮質と接線方向の接触のみを有する。大
腿骨構成部品は、所望される場合は、大腿骨の骨幹端において、患者の大腿骨内に実質的
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に装着される。患者は、所望される場合はアジア系人である。
　本発明は、例えば、以下を提供する：
（項目１）
　股関節インプラントの大腿骨構成部品であって、
（ａ）中心軸を有するネックと、
（ｂ）前記ネックに対して遠位にある本体とを備え、前記本体は、テーパが付いた部分を
有し、前記本体は、前記ネック中心軸に対して垂直な最大断面を有し、前記ネック中心軸
に垂直な前記最大断面は、最大高さ寸法及び最大幅寸法を有し、前記最大高さ寸法は約２
３．９ｍｍ以下である、大腿骨構成部品。
（項目２）
　前記最大高さ寸法が、約２０．３ｍｍと２３．９ｍｍとの間である、項目１に記載の大
腿骨構成部品。
（項目３）
　前記最大幅寸法が、約１８．５ｍｍ以下である、項目１に記載の大腿骨構成製部品。
（項目４）
　前記最大幅寸法が、約１５．７ｍｍと１８．５ｍｍとの間である、項目３に記載の大腿
骨構成部品。
（項目５）
　前記テーパが付いた部分は、矢状面及び冠状面で近位から遠位に向かってテーパが付け
られている、項目１に記載の大腿骨構成部品。
（項目６）
　前記テーパが付いた部分は、断面で外側から内側に向かって更にテーパが付けられてい
る、項目５に記載の大腿骨構成部品。
（項目７）
　前記本体が、外表面を有し、前記大腿骨構成部品が、前記本体の前記表面に対して周囲
に塗布された多孔質表面コーティングを更に含む、項目１に記載の大腿骨構成部品。
（項目８）
　前記多孔質表面コーティングが、プラズマ溶射法によって塗布される、項目７に記載の
大腿骨構成部品。
（項目９）
　前記多孔質表面コーティングが、金属を含む、項目７に記載の大腿骨構成部品。
（項目１０）
　前記多孔質表面コーティングが、チタンを含む、項目９に記載の大腿骨構成部品。
（項目１１）
　前記本体がチタンであり、並びに前記多孔質表面コーティングがチタンである、項目７
に記載の大腿骨構成部品。
（項目１２）
　股関節インプラント装置の大腿骨構成部品であって、
（ａ）中心軸を有するネックと、
（ｂ）前記ネックに対して遠位にあり、テーパが付いた部分を有する本体とを含み、前記
本体は、前記ネック中心軸に対して垂直な最大断面を有し、前記ネック中心軸に垂直な前
記最大断面は、最大高さ寸法及び最大幅寸法を有し、前記最大幅寸法は約１８．５ｍｍ以
下である、大腿骨構成部品。
（項目１３）
　前記最大幅寸法が、約１５．７ｍｍと１８．５ｍｍとの間である、項目１２に記載の大
腿骨構成部品。
（項目１４）
　前記最大高さ寸法が、約２３．９ｍｍ以下である、項目１２に記載の大腿骨構成製部品
。
（項目１５）
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　前記最大高さ寸法が、約２０．３ｍｍと２３．９ｍｍとの間である、項目１４に記載の
大腿骨構成部品。
（項目１６）
　前記テーパが付いた部分は、矢状面と冠状面で、近位から遠位に向かってテーパが付け
られている、項目１２に記載の大腿骨構成部品。
（項目１７）
　前記テーパが付いた部分は、断面で外側から内側に向かって更にテーパが付けられてい
る、項目１６に記載の大腿骨構成部品。
（項目１８）
　前記本体が、外表面を有し、前記大腿骨構成部品が、前記本体の前記表面に対して周囲
に塗布された多孔質表面コーティングを更に含む、項目１２に記載の大腿骨構成部品。
（項目１９）
　前記多孔質表面コーティングが、プラズマ溶射法によって塗布される、項目１８に記載
の大腿骨構成部品。
（項目２０）
　前記多孔質表面コーティングが、金属を含む、項目１９に記載の大腿骨構成部品。
（項目２１）
　前記多孔質表面コーティングが、チタンを含む、項目２０に記載の大腿骨構成部品。
（項目２２）
　前記本体がチタンであり、並びに前記多孔質表面コーティングがチタンである、項目１
８に記載の大腿骨構成部品。
（項目２３）
　股関節インプラント装置の大腿骨構成部品であって、
（ａ）ネックと、
（ｂ）前記ネックに対して遠位にある本体とを含み、前記本体は、テーパが付けられた部
分と遠位先端を有するステム部分とを含み、前記ステム部分は、中心軸を有し、前記ステ
ム部分の前記中心軸に対して平行な軸に沿って、前記ネックと前記本体との内側接合部か
ら測定された前記本体の長さが、約１２５ｍｍ以下である、大腿骨構成部品。
（項目２４）
　前記本体が、外側隆起部分を有する、項目２３に記載の大腿骨構成部品。
（項目２５）
　前記テーパが付けられた部分は、矢状面と冠状面で、近位から遠位に向かってテーパが
付けられている、項目２３に記載の大腿骨構成部品。
（項目２６）
　前記テーパが付けられた部分は、断面で外側から内側に向かって更にテーパが付けられ
ている、項目２４に記載の大腿骨構成部品。
（項目２７）
　前記本体の長さが、約１２０、１１５、１１０、１０５、１００、９５、９０、８５又
は８０ｍｍ未満である、項目２３に記載の大腿骨構成部品。
（項目２８）
　前記本体の長さが、約１２５ｍｍと８０ｍｍとの間である、項目２３に記載の大腿骨構
成部品。
（項目２９）
　前記ステム部分が、大腿骨の骨幹部に配置され、並びに前記大腿骨の皮質に接触しない
、項目２３の項目に記載の大腿骨構成部品。
（項目３０）
　前記本体が、外表面を有し、並びに前記大腿骨構成部品が、前記本体の前記表面に対し
て周囲に塗布された多孔質表面コーティングを更に含む、項目２３に記載の大腿骨構成部
品。
（項目３１）
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　前記多孔質表面コーティングが、前記ステム部分に対して近位に配置されている、項目
３０に記載の大腿骨構成部品。
（項目３２）
　前記本体が、外側隆起部分を有し、並びに前記多孔質表面コーティングが、前記隆起部
分を被覆する、項目３０に記載の大腿骨構成部品。
（項目３３）
　前記多孔質表面コーティングが、プラズマ溶射法によって塗布される、項目３０に記載
の大腿骨構成部品。
（項目３４）
　前記多孔質表面コーティングが、金属を含む、項目３３に記載の大腿骨構成部品。
（項目３５）
　前記多孔質表面コーティングが、チタンを含む、項目３４に記載の大腿骨構成部品。
（項目３６）
　前記本体がチタンであり、前記多孔質表面コーティングがチタンである、項目３０に記
載の大腿骨構成部品。
（項目３７）
　股関節インプラント装置の大腿骨構成部品であって、
（ａ）ネックと、
（ｂ）前記ネックに対して遠位にある本体とを含み、前記本体は、テーパが付けられた部
分と遠位先端を有するステム部分とを含み、前記大腿骨構成部品が大腿骨に移植される場
合、前記ステム部分が骨髄内管皮質との実質的な接触を有しないように、前記ステム部分
は釣り合いがとられている、大腿骨構成部品。
（項目３８）
　前記本体が、外側隆起部分を有する、項目３７に記載の大腿骨構成部品。
（項目３９）
　前記大腿骨構成部品が大腿骨に移植される場合、前記ステム部分が、前記骨髄内管の皮
質との接触を有しない、項目３７に記載の大腿骨構成部品。
（項目４０）
　前記大腿骨構成部品が大腿骨に移植される場合、前記ステム部分が、前記骨髄内管皮質
と接線方向の接触のみを有する、項目３７に記載の大腿骨構成部品。
（項目４１）
　前記ステム部分が、中心軸を有し、前記ステム部分の前記中心軸に対して平行な軸に沿
って、前記ネックと前記本体との内側接合部から測定された前記本体の長さが、約１２５
ｍｍ以下である、項目３７に記載の大腿骨構成部品。
（項目４２）
　前記テーパが付けられた部分は、矢状面と冠状面で、近位から遠位に向かってテーパが
付けられている、項目３７に記載の大腿骨構成部品。
（項目４３）
　前記テーパが付けられた部分は、断面で外側から内側に向かって更にテーパが付けられ
ている、項目３７に記載の大腿骨構成部品。
（項目４４）
　前記本体の長さが、約１２０、１１５、１１０、１０５、１００、９５、９０、８５又
は８０ｍｍ未満である、項目４１に記載の大腿骨構成部品。
（項目４５）
　前記本体の長さが、約１２５ｍｍと８０ｍｍとの間である、項目４１に記載の大腿骨構
成部品。
（項目４６）
　前記本体が、外表面を有し、前記大腿骨構成部品が、前記本体の前記表面に対して周囲
に塗布された多孔質表面コーティングを更に含む、項目３７に記載の大腿骨構成部品。
（項目４７）
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　前記多孔質表面コーティングが、前記ステム部分に対して近位に配置されている、項目
４６に記載の大腿骨構成部品。
（項目４８）
　前記本体が、外側隆起部分を有し、前記多孔質表面コーティングが、前記隆起部分を被
覆する、項目４６に記載の大腿骨構成部品。
（項目４９）
　前記多孔質表面コーティングが、プラズマ溶射法によって塗布される、項目４６に記載
の大腿骨構成部品。
（項目５０）
　前記多孔質表面コーティングが、金属を含む、項目４９に記載の大腿骨構成部品。
（項目５１）
　前記多孔質表面コーティングが、チタンを含む、項目５０に記載の大腿骨構成部品。
（項目５２）
　前記本体がチタンであり、前記多孔質表面コーティングがチタンである、項目４６に記
載の大腿骨構成部品。
（項目５３）
　股関節手術中に大腿骨構成部品を移植する方法であって、
（ａ）本体を備える大腿骨構成部品を提供することと、
（ｂ）前記大腿骨構成部品を患者の大腿骨内に移植すること、とを含む方法であって、
前記大腿骨構成部品の前記本体の一部分が、前記大腿骨の前記骨髄内管に入り、前記患者
の大腿骨に移植される場合、前記骨髄内管に入る前記部分は、前記骨髄内管の前記皮質に
実質的に接触しない、方法。
（項目５４）
　前記骨髄内管に入る前記本体の前記部分が、前記骨髄内管の前記皮質との接触を有しな
い、項目５３に記載の方法。
（項目５５）
　前記骨髄内管に入る前記本体の前記部分が、前記骨髄内管の前記皮質との接線方向の接
触のみを有する、項目５３に記載の方法。
（項目５６）
　前記患者がアジア系人である、項目５３に記載の方法。
（項目５７）
　前記大腿骨構成部品が、前記大腿骨の骨幹端で前記患者の大腿骨内に実質的に装着され
る、項目５３に記載の方法。
（項目５８）
　股関節手術中に、大腿骨構成部品を移植させる方法であって、
（ａ）本体を含み、前記本体が遠位ステム部分を含む、大腿骨構成部品を提供することと
、
（ｂ）前記大腿骨構成部品を、患者の大腿骨に移植させることと、を含む方法であって、
前記遠位ステム部分を含む、前記大腿骨構成部品の前記本体の一部分が、前記大腿骨の前
記骨髄内管に入り、前記大腿骨構成部品が患者の大腿骨内に移植される場合、前記遠位ス
テム部分は、前記骨髄内管の前記皮質と実質的に接触しない、方法。
（項目５９）
　前記骨髄内管に入る前記本体の前記部分が、前記骨髄内管の前記皮質との接触を有し前
記ない、項目５８に記載の方法。
（項目６０）
　前記骨髄内管に入る前記本体の前記部分が、前記骨髄内管の前記皮質との接線方向の接
触のみを有する、項目５８に記載の方法。
（項目６１）
　前記患者がアジア系人である、項目５８に記載の方法。
（項目６２）
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　前記大腿骨構成部品が、前記大腿骨の骨幹端で前記患者の大腿骨内に実質的に装着され
る、項目５８に記載の方法。
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